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論文内容の要旨

本論文は，高分解能電子顕微鏡により得られた結晶格子像に含まれている情報を，より多く，正確

に取り出すための画像処理に関する研究について述べたものである O

第 1章では，研究遂行上の基礎として，透過型電子顕微鏡の構造と結像方法を概説し，既に知られ

ている結晶像のコントラスト理論を結晶中の電子の振舞いに関する部分と，電子光学系による結像に

関する部分とに分けて述べている O また極微制限視野回折法に関する研究，ならびに電子顕微鏡像の

光学的画像修正に関する研究の現状について記している O

第2章では，極微制限視野凶折法として電千四折の方式に代わる高分解能電子顕微鏡像と光凶折を

併用した方式を新たに提案し，凶折強度式の導出と，この方式の有効性の検討を行ないその応用例を

示している O

第3章では，ノイズ・フィルター・グレーテイングを用いた結品格子像の処理について述べている D

すなわち，格子像の観察に障害となるランダム雑音を空間フィルターにより除去するための処理機構

を理論的に明らかにし，その最適なフィルターの形を求めている O そしてこの処理が容易に行なえる

光学系を試作し，モデル格子像を用いて実験を行ない上の理論的考察を検証している O また金の格子

像処理の結果も示している O 更に色収差補正についての実験結果も示している O

第 4章では，第 3章の実験の過程で新たに観察された疑似格子像，すなわちランダム雑音のみをノ

イズ・フィルター・グレーテイングで処理した時得られる格子状の模様をスペックル雑音の一種とみ

なし，その特性をパワースペクトルの計算および実験から調べて，この疑似格子像の処理像への寄与

の程度を明確にしている O
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そ し て 第 6 章 で 以上の 結果を総括 し今後の 課題 に つ い て述 べ て い る ｡ヽ

論 文 の 審 査 結 果 の 要 旨

本論文は高分解能電子顕微鏡に より撮影さ れた結晶格子像 より引出しうる結晶学的情報の 検討とそ

の 実施お よび画像の情報処理 に関する理論的をらびに実験的研究 に関するもの で ある ｡

す なわち , まず結晶格子の 高分解能電子顕微鏡写真 に光回折法を適用 し , 従来得られをか っ た1 0数

A の 極微小制限視野 より回折像が得られる ことを示し ,
そ の 有効性と応用例を示して い る ｡

つ い で
,
結 晶格子像 に含ま れる ラ ン ダ ム雑音を格子構造をも つ フ ィ ル タ

ー

で 除去する ため の 機構 を

理論的実験的 に明 らか に して い る ｡ そ して実際の 金の格子像 に つ い て
,
こ の 方法を適用 し金結晶内原

子像の微細構造を示す明瞭を写真を得て い る ｡

又
,
従来慣用 さ れ て い た分解能以

~
F の微細構造を撮影する ため の 条件を新しく提案し

,
そ の解析的

を条件式を示 して い る｡

こ れ ら の 成果は結晶解析や材料科学に新 し い 研究手段を与えるもの で , 電子顕微鏡の 発達 にも寄与

す る所が大き い ｡
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第 5章では，従来の最適結像条件では撮影で、きない分解能以下の構造を持つ小さな単位胞の結晶の

格子像を撮影するのに有効なアベレーション・フリー・フォーカス条件を新しく提案し，その解折的

な求め方を示している D

そして第 6章で以上の結果を総括し今後の課題について述べている O

論文の審査結果の要旨

本論文は高分解能電子顕微鏡により撮影された結晶格子像より引出しうる結晶学的情報の検討とそ

の実施および画像の情報処理に関する理論的ならびに実験的研究に関するものである O

すなわち，まず結晶格子の高分解能電子顕微鏡写真に光回折法を適用し，従来得られなかった10数

Aの極微小制限視野より回折像が得られることを示し，その有効性と応用例を示している O

ついで，結晶格子像に含まれるランダム雑音を格子構造をもっフィルターで除去するための機構を

理論的実験的に明らかにしている O そして実際の金の格子像について，この方法を適用し金結晶内原

子像の微細構造を示す明瞭な写真を得ている O

又，従来慣用されていた分解能以下の微細構造を撮影するための条件を新しく提案し，その解析的

な条件式を示している D

これらの成果は結晶解析や材料科学に新しい研究手段を与えるもので 電子顕微鏡の発達にも寄与

する所が大き p。
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